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景観製品

擁壁類
プランター

バランス工法擁壁
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プランター〈GRC製・FRP製〉

●特長

●特長

●特長

※下記の製品の他にも様々なタイプを取り揃えております。詳細は営業担当にお問い合わせください。

　ＦＲＰ（ガラス繊維強化プラスチック）でできているため
とにかく軽量で、全ての緑化資材を少しでも軽量に仕上げ
たい屋上緑化の強い味方です。軽量だからこそ移動も撤
去も簡単。
　ライフスタイルや空間デザインの変化に柔軟に対応で
きるのが、移動可能緑化の魅力のひとつです。空間リ
ニューアルが緑化スペースに影響されずに進められます。

1．優れたデザイン性　　
・３種類のコンテナの組合せにより自由な形状がつくれます。
・ベンチ材を取付けることでベンチとしても利用できます。
・形状が丸いため、方向性を気にせず施工できます。
　（自由曲線が可能）

2．優れた強度とリサイクル性
ＧＲＣ（ガラス繊維強化セメント）製なので軽量で粘り強く、
高い引張強度と曲げ強度を持ちます。また座部にはリサイ
クル素材の樹脂木を使用しています。

3．水管理
植物管理については「底面給水タンク」や給水マットが仕込
まれているので、タンク内に差し込まれている水位ゲージ
をチェックすることによって残水量が確認でき、灌水の手間
は軽減されます。施工においても、作業時間が大幅に短縮
できます。

　ＧＲＣプランターは砂利の代わりに古
紙等で再生した骨材（ペーパースラッ
ジ）に耐アルカリ性ガラス繊維を加えて
結合力を高めたGRC（ガラス繊維入り
強化セメント）で成型しています。GRC
を使用することにより、普通のコンク
リートとは違って薄く製作することが可
能なため軽量化を実現させています。ま
た、ガラス繊維により、粘り強く、高い引
張強度と曲げ強度特性を持つ堅牢なプ
ランターに仕上がっています。　
　業務用の大型のプランターが、サイズ、
形、色、が豊富に揃っています。また家庭
にも使用できる小さめサイズのプラン
ターも揃います。

■ビヤ樽ポルカ
　φ：620、450、360

■ビヤ樽舟型
　幅：700

■石材調M型シリーズ
　φ：1210、910、470

■石材調シリーズ
　幅：1020、800

■グレンウッディ
　幅：1006、806、610、406

■石肌プレーン
　幅：1006、806
　幅：1006、806、716（浅型）

FRPプランター

GRCプランター

ジョイナス〈立体植栽プランター〉

※下記の製品の他にも様々なタイプを取り揃えております。詳細は営業担当にお問い合わせください。

■HCMプランター
　φ：1000、800、600

■HCプランター
　幅：1200、1000、900、800、400

バランス工法擁壁

標準敷設図

●特長

【設計事項】
基本的には「道路土工一擁壁工指針（日本道路協会）」に準拠し設計しています。

地山

フロントブロック

高壁部配筋

ポスト鉄筋

裏込材

底版部配筋

水抜穴

縦壁部背面側鉄筋
P

W

R

Pa上部

下部

Pa：上部仮想背面土圧
P  ：下部背面土圧
W ：土くさびの重量
R  ：すべり線に作用する反力

▲垂水市牛根地区

現道確保 既存擁壁を残した
まま拡幅

バランス工法擁壁（B・M・W）とは、コンクリート擁壁であり、擁壁下
部幅より上部幅の方が広い逆台形構造にして、その擁壁自重と土
圧をバランスさせることにより安定を図る擁壁です。
擁壁前面にプレキャストブロック（フロントブロック）を使用するこ
とにより、施工の効率化や耐久性等の向上を図っています。
バランス工法擁壁（B・M・W）は、香川県の芦原科学大賞を受賞しま
した。

1.基礎幅が従来擁壁の2/3～1/2で背面の掘削幅が少なく、
工期の 短縮、工費の低減を図れます。

2.通行止め（車線減少）をしないで施工ができます。

3.前壁にプレキャストブロックを使用するため、施工が早く、安
全です。

4.既設の擁壁を残したままの拡幅工事も可能です。

5.特に山岳部の急斜面での道路拡幅、新設工事にバランス工
法の特長を発揮することができます。

FRC GRC NETIS
掲載終了
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擁壁類
バランス工法擁壁
バランスフォーム
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ブロック

形状・寸法
重量

F2010 参考重量=547kg/個 F1010 参考重量=271kg/個

F2005 参考重量=278kg/個 F1005 参考重量=134kg/個

標準歩掛り

ブロック固定用
モルタル使用量

【1tデーハーアンカー使用】

■正面図

■平面図

■側面図 ■正面図

■平面図

■側面図

■正面図

■平面図

■側面図 ■正面図

■平面図

■側面図

呼　 称

参考重量 １日の標準据付数 労　　 務 トラックレーン
（台）kg/個 m2 個 世話役（人）特殊従業員（人）普通作業員（人） 小計（人）

標準的平均歩掛り

規　 格
（a×b×c）
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ブロック1m2当り

モルタル数量（m3）

■ブロック固定用モルタル使用量（1：1）

■標準歩掛り
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■正面図 ■側面図

　バランス工法擁壁の天端部の勾配調整に用いるGRC製の埋設型
枠です。現場の勾配に合わせて製品（バランスフォーム）を切断した
後、製品インサートにＳアンカーボルトを取付け、嵩上げ部の鉄筋に
固定します。

20埋込インサート
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参考重量=55kg/枚

バランスフォーム

形状・寸法
重量

基本形状図

施工概要

①工事着工前 ③底版部配筋

⑤擁壁背面

⑦完成直前天端部

②地盤支持力確認

④フロントブロック敷設
（吊り金具の採用で施工が安全かつ早くなります。）

⑥擁壁断面（現道を確保しながら施工ができます。）

⑧完成

バランス工法擁壁



INFRAPARTS
CATALOGUE
PLANNING DATAI

48 ■ インフラパーツ設計データカタログ

擁壁類
バランス工法擁壁
バランスフォーム

49インフラパーツ設計データカタログ ■

防
草
製
品

G
R
C
製
品

道
路
関
連

景
観
製
品

擁
壁
類

側
溝
類
・
管
渠
類

貯
水
槽

護
岸
・
用
水
製
品

基
礎
類

フロント
ブロック

形状・寸法
重量

F2010 参考重量=547kg/個 F1010 参考重量=271kg/個

F2005 参考重量=278kg/個 F1005 参考重量=134kg/個

標準歩掛り

ブロック固定用
モルタル使用量

【1tデーハーアンカー使用】

■正面図

■平面図

■側面図 ■正面図

■平面図

■側面図

■正面図

■平面図

■側面図 ■正面図

■平面図

■側面図

呼　 称

参考重量 １日の標準据付数 労　　 務 トラックレーン
（台）kg/個 m2 個 世話役（人）特殊従業員（人）普通作業員（人） 小計（人）

標準的平均歩掛り

規　 格
（a×b×c）

F2010

F2005

F1010

F1005

呼　 称

F2010

F2005

F1010

F1005

0.012

0.024

0.012

0.012

0.006

547

278

271

134

－

－

－

－

－

70

－

－

－

－

0.07

－

－

－

－

0.14

－

－

－

－

0.50

－

－

－

－

0.71

－

－

－

－

0.15

－

－

－

－

33～43

1997×996×360

1997×496×360

997×996×360

997×496×360

ブロック1m2当り

モルタル数量（m3）

■ブロック固定用モルタル使用量（1：1）

■標準歩掛り

360 360

28
0

36
0

80

1000
1t吊りデーハー2個

28
0

33
5

55

1t吊りデーハー2個

997

49
6

360

1000
1t吊りデーハー2個

28
0

36
0

80

28
0

36
0

80

1997

ノックアウト穴

99
6

360

1t吊りデーハー2個

99
6

997

1997

49
6

ノックアウト穴

■正面図 ■側面図

　バランス工法擁壁の天端部の勾配調整に用いるGRC製の埋設型
枠です。現場の勾配に合わせて製品（バランスフォーム）を切断した
後、製品インサートにＳアンカーボルトを取付け、嵩上げ部の鉄筋に
固定します。

20埋込インサート

50
50

10
00

25
0

40
0

25
0

表
面
石
肌
模
様

1000
200 300 300 200

参考重量=55kg/枚

バランスフォーム

形状・寸法
重量

基本形状図

施工概要

①工事着工前 ③底版部配筋

⑤擁壁背面

⑦完成直前天端部

②地盤支持力確認

④フロントブロック敷設
（吊り金具の採用で施工が安全かつ早くなります。）

⑥擁壁断面（現道を確保しながら施工ができます。）

⑧完成

バランス工法擁壁




